
視 察 日 時 令和６年５月２１日（火）１５時３０分 ～ １７時 

視 察 先 沖縄県那覇市（説明：企画財務部企画調整課ＤＸ推進室） 

視 察 項 目 那覇市ＤＸ推進計画について 

視 察 概 要 

（１）那覇市ＤＸ推進計画 

那覇市ＤＸ推進計画では、「誰もがデジタル技術の恩恵を受け、

便利で豊かな那覇」の実現を目指すという未来像を掲げている。 

また、まちのＤＸと行政のＤＸとを踏まえ、市民・事業者視点と

職員視点とを平行して、基本理念として「デジタルで変わり続ける

まち・那覇」を実現していくとしている。 

また、ＤＸ推進方針として、次の６つの方針に基づき、全職員が

一丸となって推進するとしている。（１）総合計画に掲げる「めざ

すまちの姿」の実現に向けたデジタル技術の活用、（２）利用者目

線のサービス設計、（３）デジタル技術の積極的な活用による生産

性の向上、課題の解決、（４）人にやさしいデジタル化、（５）安

全・安心の担保、（６）多様な主体との連携による施策の推進。 

必要な人材像として、マネージャー、コールリーダー、テック

リーダー、デジタル化推進メンバー、フォロワー、外部専門人材

を明示し、人材育成プログラムを提供し、到達度の評価などが行

われている。 

計画の対象期間は、2023 年度から 2028年度までの６年間と

し、施策の進捗を毎年度評価するとともに、適宜見直すものとし

ている。 

 

〇デジタル担当 

→部内全員で 12 人（外部から１人、職員 10人、会計年度１人） 

 

（２）ＤＸアクションプランについて 

検証を行いながら、各種アクションプランを実施している。 

 

〇医療、予防接種 

 →オンラインで受付。アプリで行えるようにしている。鶴岡市も同様の

システムを採用している。 

〇行政手続きのオンライン化 

→来庁の回数を半分に減らすと対応方針を定め、1,000 人以上の手続き

をオンライン化しようと進めている。 



〇施設、窓口のオンライン予約 公園、公共施設 

〇ニーズにあった、行政情報 ＨＰ 

〇ＥＢＰＭの研修 

〇オープンデータ、公開データの活用 東京大学主催のコンテストで優秀

賞を獲得 

〇庁内でＤＸマガジンを発行 優良事例、チャットＧＰＴなどの紹介 

〇毎年庁内アンケートを行い、取り組みたい意思や懸念、不安を抽出 

〇テレワークの推進 

〇ペーパーレス 会議室にモニターを設置して環境を整備 

〇公式ＬＩＮＥ 市民との接点。学校の出席等、保護者からのＬＩＮＥで 

〇救急車内の情報をデジタルデータで医療機関と共有し、連携 

〇財源について 今年度のデジ田交付金は、ＡＩ電話相談 （自動要約して

対応できるように）などに取り組んでいる。 

〇図書館のシステムオンライン化 図書館のシステムと公式ＬＩＮＥを

リンクして、図書館の本の貸し借りの手続きができる。 

〇市内ＩＴ企業との連携 ベンチャー企業、スタートアップ支援の入居事

業者との連携。産業系、商工がメインとなって行っている。 

〇Ｃｏｄｅ ｆｏｒ那覇、沖縄 シビックテック関連はまだない。宜野湾

市は活発。デシジムなどの活用などはいかがか 

〇地域課題 まちづくり協働推進課 地域課題に対して、私たちはデジタ

ルの側面から活用できないかを提案している。 

〇スマホ教室は、ソフトバンクと連携協定し、公民館で講座開いて実施。

ＬＩＮＥは地元の協定と連携している。包括連携協定は結んでいない。 

〇コミュニケーションのオンライン化 チャットを利用 

〇残業が減った事例 保育所入所手続き（申し込み）をオンライン化した。

来庁しなくても手続きできることで、家族の来庁数が１割ぐらい減って

混雑が緩和できた。 

〇ＲＰＡで入力作業を自動化することで、業務時間を削減できた。 

〇生成ＡＩ活用方針 2023 年４月に横須賀市でＣｈａｔＧＰＴの試験導

入を始めたことから、那覇市でも市長から提言があり、65 人の職員が生

成ＡＩを２か月間検証利用し、同年 11 月に活用方針及びガイドライン

を策定。現在、職員は「ＬｏＧｏチャット」のオプション機能で、Ｃｈ

ａｔＧＰＴを使用している。 

「那覇市生成ＡＩ活用方針」（令和５年 11 月 21 日策定）では、生成Ａ

Ｉの利用範囲として、生成ＡＩは、全ての文書関係業務に利用できるこ

ととし、主な活用用途は次に掲げるものとしている。 



 

報告者 総務常任委員会 草島 進一 

（１）文章のたたき台を作成すること、（２）文章を要約、校正するこ

と、 （３）文章を翻訳または平易に書き改めること、 （４）着想を得るま

たはアイデアを発展させること、 （５）関数、VBA 等のコードを作成また

は修正すること、（６）その他、業務の効率化や行政サービスの向上に

資するもの 

※参考サイト 

https://www.city.naha.okinawa.jp/websyuccyoujyo/kaiken/2023kaiken

/kaiken231122.html 

 

所 感 

（意見・感想・ 

今後の課題等） 

 闊達な意見交換を通じて、ＤＸ活用の現場の課題、課題解決の実態を

よく知ることができた。 

鶴岡市でも概ね同様のことを行っているように思えるが、那覇市の生

成ＡＩ活用方針を定め、積極的に生成ＡＩを活用していたところは、参

考になるように感じた。 

https://www.city.naha.okinawa.jp/websyuccyoujyo/kaiken/2023kaiken/kaiken231122.html
https://www.city.naha.okinawa.jp/websyuccyoujyo/kaiken/2023kaiken/kaiken231122.html

